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はじめに

体外受精技術は、家畜の卵巣から卵子（未成熟卵子）を採取し、これ

を人工的環境下で成熟、受精させ、移植可能なステージまで発育させる

技術である。牛の体外受精技術は、低コストでの胚の大量生産技術とし

て、また、枝肉成績の判明した優良肉用牛の選択的増殖技術として、さ

らには核移植等の先端技術を行うにあたっての基礎技術として大変重要

である。また、乳用牛の育種改良においても、世代間隔を短縮する技術

として注目を集めており、平成 16年度における体外受精胚の移植頭数は
９,５２５頭に達した（農林水産省畜産振興課調べ）。
牛の未成熟卵子の採取方法は大きく分けて二通りあり、一つは食肉セ

ンターの屠体由来の卵巣から採取する方法。もう一つは Callsen ら 1)や

Pieterse ら 2)によって開発された、超音波診断装置を用いることによる

生体卵巣からの卵胞卵子の採取法(超音波ガイド・経腟生体卵子吸引法、
以下OPUと略す)である。Callsenら 1)の方法は体表から卵巣を穿刺する

ものであり、Pieterse ら 2)の方法は、ヒト卵子の吸引採取法をウシに応

用したもので、現在は主に Pieterseらの方法が取り入れられている。本
マニュアルにおいても Pieterseらの方法についての手技を説明する。具
体的には、7.5MHz の超音波診断装置のプローブに加工を施したものを
腟内に挿入し、プローブに装着した吸引針により腟壁を通して卵巣の卵

胞を穿刺し、吸引ポンプを接続した吸引針を通して卵胞液ごと卵子を吸

引採取するものである。これらOPUで採取した卵子を体外受精（IVF）
し、胚を作出する方法（OPU-IVF）は、過剰排卵処理によって正常胚が
採取できない供胚牛や１頭の供胚牛から多数の胚を効率よく生産する技

術として期待されている。
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